
目
　
　
　
　
　
次

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

平成20年 2月26日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

１

ペ
ー
ジ

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
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す
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◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
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…
…
…
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…
…
…
…
…
…
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１

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
等
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
柴
　
田
　
一
　
宏
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
改
正
）

第
一
条

規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

自
己
啓
発
等
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己

啓
発
等
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し

た
と
き
は
、
当
該
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
期
間
を
大
学
等
に

お
け
る
修
学
（
職
員
と
し
て
の
職
務
に
特
に
有
用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
た
め
の
も
の
に
あ
つ
て
は

百
分
の
百
以
下
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
以
下
の

換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た
期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と

み
な
し
て
、
そ
の
職
務
に
復
帰
し
た
日
及
び
そ
の
日
後
に
お
け
る
最
初

の
昇
給
日
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
に
、
昇
給
の
場
合
に
準
じ
て
そ
の

者
の
号
給
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三
の
備
考
中
「
こ
の
表
の
」
の
下
に
「
「
特
別
支
援
学
校
」
は

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成1

8

年
法
律
第8
0

号
）
に

よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学

校
を
、
」
を
加
え
、
「
、
旧
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
を
「
旧
保
健
婦

助
産
婦
看
護
婦
法
」
に
改
め
る
。

（
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
改
正
）

第
二
条

規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

七
　
自
己
啓
発
等
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自

己
啓
発
等
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
始
め
、
又
は
自
己
啓
発

等
休
業
の
終
了
に
よ
り
職
務
に
復
帰
し
た
場
合

第
五
条
第
二
項
中
「
大
学
院
修
学
休
業
を
し
」
の
下
に
「
、
自
己
啓
発

等
休
業
を
し
」
を
加
え
る
。

（
規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
三
条

規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

八
　
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し

て
い
る
職
員

第
四
条
第
三
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
四
条

規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
七
条
の
二
の
見
出
し
中
「
及
び
額
」
を
「
、
額
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
第
三
号
中
「
）
を
し
」
の
下
に
「
、
自
己
啓
発
等
休
業
（
法
第
二

十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
し
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
四
第
二
項
中
「
大
学
院
修
学
休
業
を
し
」
の
下
に
「
、
自

己
啓
発
等
休
業
を
し
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
柴
　
田
　
一
　
宏
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
（
以
下

「
自
己
啓
発
等
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
職
員

第
五
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
承

認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の

期
間

第
五
条
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三
　
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
て
い
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

第
六
条
の
五
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
三
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
二

項
第
四
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
号
中
「
又
は
第
四
号
」
を
「
、
第
四
号
又
は
第
九
号
」
に
改

め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
　
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
部
分
休
業
の

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間

第
十
一
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
三
号
イ
」
を
　

「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
て
い
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
柴
　
田
　
一
　
宏
　

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

規
則
一
一
―
〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
知
事
の
事
務
部
局
（
本
庁
）
の
項
中
「
企
業
誘
致
専
門
監
」
を

「
企
業
誘
致
専
門
監
　
韓
国
交
流
推
進
監
」
に
改
め
る
。

附
　
則

人

事

委

員

会

規

則

こ
の
表
の
　
　
　
　
　
「
特
別
支
援
学
校
」
は

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
1
8
年
法
律
第
8
0
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
盲
学
校
、
聾 ろ
う学
校
及
び
養
護
学

校
を
、

、
旧
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
　
　
　
旧
保
健
婦

助
産
婦
看
護
婦
法
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こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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